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つ
て
頑
強
に
反
封
さ
仇
仁
0

ど
う
も
髪
だ
と
思
っ
て
恐

と
、
其
の
返
事
は
か
う
で
あ
っ
た
。

そ
の
理
由
を
聞
く

「
こ
ん
な
山
の
中
に
，
露
に
四
さ
れ
て
立
や
て
ゐ
る
地
蔵
尊
の
花
立
円

一
本
鋏
け
て
居
仇
ば
こ
そ
，
淋
し
い
趣
が
出
て
面
白
い
の
で
す
。
こ
れ
を

二
本
揃
へ
て
書
い
た
の
で
は
．．．． 
o
.

」

私
は
娑
＇
ヤ
フ
ン
と
参
つ
亡
。
今
更
な
か
ら
同
氏
の
苦
心
に
敬
意
を
表
せ

ざ
J
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

麦
た
こ
ん
な
事
も
あ
っ
た
。

そ
れ
は
讀
本
の
一
の
巻
に
桃
太
郎
の
挿
書
を
殷
ん
だ
時
の
事
で
あ
っ

た
。
こ
仇
を
書
い
た

E
霊
伯
は
、
藝
術
家
肌
の
面
白
い
入
だ
が
．
叉
非
常
な

ヽ

冷

冷

凄
り
や
で
p
何
で
も
よ
い
加
減
な
事
の
出
来
な
い
入
で
あ
る
。
そ
れ
て
あ

る
か
ら
，
綸
を
か
く
に
し
て
も

b

何
か
ら
何
ま
で
十
分
得
心
の
行
く
麦
て

は
決
し
て
筆
を
執
ら
な
い
。
我
々
は
そ
の
藝
術
的
良
心
に
劉
し
て
は
、
十

分
尊
敬
し
て
ゐ
る
が
。
賓
際
問
題
と
し
て
、
綸
の
出
来
が
這
い
の
に
は
い

つ
も
閉
口
さ
せ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
し
今
度
は
桃
太
郎
の
着
を
一
年
も
前
か
ら
頼
ん
で
お
い
た
。
と

こ
ろ
が
後
か
ら
頼
ん
だ
他
の
饗
家
の
着
は
皆
出
揃
っ
た
に
狗
ら
す
同
氏
の

数
科
書
の
挿
審
墨

忘
訊
た
な
と
思
っ
て
、
も
う
一
本
書
添
へ
て
貰
ふ
や
う
と
籟
ん
だ
。
す
る

と
，
い
つ
も
濯
厚
で
従
順
な
同
氏
が
さ
「
そ
れ
は
ど
う
も
困
り
，
ま
す
」
と
い

五

同
氏
は
一
年
間

の
餘
裕
の
あ
る
に

委
せ
て
、
先
づ
桃

太
郎
に
闊
す
る
文

獄
と
翰
と
の
蒐
輯

を
始
め
た
。
さ
う

し
て
之
を
歴
史
的

に
研
究
し
た
の
で

あ
っ
亡
゜
氏
の
説

に
よ
る
と
n

桃
太

郎
の
普
通
の
服
装

竺

芝

居

の

國

姑

爺
の
服
装
か
ら
出

た
も
の
て
あ
り

b

力
雫
門
陣
蒻
織
，
陣
太
刀
等
巨
細
に
見
る
と
、
何
れ
も
時

代
炉
匿
々
で
あ
っ
て
統
一
が
な
い
。
桃
太
郎
偉
説
か
足
利
時
代
の
も
の
と

し

て

も

、

そ

の

服

装

は

何

れ

が

前

後

し

て

る

る
O'

併
し
さ
若
し
こ

あ
っ
た
。

で

に
及
ん
だ
。
よ
く
事
情
を
聞
い
て
t
{
・
る
と
も

か
う
な
の
で

し℃

そ゚
の
内

期
日
が
愈
々
切
迫
し
て
束
た
の

地
蔵
尊
の
前
に
供
へ
た
花
立
が
一
本
し
か
な
い
。
こ
仇
は
可
笑
し
い
。
書

挿
謳
詈
は
一
枚
も
出
来
な
い
。
度
々
催
促
は
し
た
炉
冶
返
事
す
る
ば
か
り
で

r
 

ふ

さ
松
農
畠
と
よ
ん
で
わ
る
。
そ
ん
な
闘
係
か
ら
快
く
引
受
け
ら
虹
同
氏
は
，

旱
速
そ
の
松
を
認
生
し
之
に
池
蔵
尊
を
配
し
て
持
つ
て
束
ら
れ
亡
の
が
~ る

事
に
し
亡
J
そ
こ
で
更
に
よ
く
注
意
し
て
芯
る
と
，
怯
の
形

も
悪
く
は
な
い
し

b

そ
の
下
の
雌
蔵
尊
は
殊
・
い
よ
く
閏
束
て
ゐ
忍
成
詞

ゐ
る
の
だ
な
と
思
っ
た
。
併
し
更
に
よ
く
怜
討
し
て
ゆ
く
と
苔

よ

て
居
ら
虹
る
。
そ
こ

あ
る
の
で
／
土
池
の
人
は
こ

l
>

亡
虞
か
、
大
乗
氣
で
引
受
け
て
く
＼
紅
九

3

同
氏
は
大
き
な
農
揚
を
持
つ

＼
ー
で
せ
う
と
い
つ

最
初
此
の
挿
聾
を
誰
に
書
い
て
貰
は
う
か
と
思
っ
亡
の
で
あ
る
。
す
る

と
，
こ
仇
は

H
霊
仇
炉
よ
か
ら
う
と
い
ふ
亭
に
な
っ
江
の
で
、
同
氏
に
依
頴

｀
 

の

と

で

麦

あ

い

僚
の
手
前
も
あ
る

の
な
い

そ
の
文
意
に
因
ん
で

あ
る
。

て
詰
を
さ
わ
た
同

新
讀
本
春
七
の
第
五
課
に
「
か
ら
か
さ
ま
つ
」
と
い
ふ
文
が
あ
る
。
山

の
情
景
を
描
い
た
嵩
生
文
で
、
も
と
國
語
讀
本
に
出
て
ゐ
一
い
も
の
で
あ

る
。
此
度
の
挿
畳
白
山
腹
に
大
き
な
傘
松
が
生
え
て
ゐ
て
き
此
の
下
に

埠
蔵
尊
炉
淋
し
さ
う
に
立
つ
て
ゐ
る
稽
で
あ
る
。
本
文
が
簡
箪
謬
の
で
あ

る
力
ら

以
上
誰
が
書
い
て
も
外
に
書
き
や
う

得

意

で

あ

る

の

と
p
中
聞
に
た
っ

と
は
恩
は
れ
な
か

っ
た
。

第
五
百
五
十
披

科

書

の
現
行
讀
本
の
挿
畳
て
あ
っ
亡
。
「
鰭
分
骨

が
百
哀
＇
：
、
素
人
目
に

園
書
璧
修
官

書

大

岡

仇
ぇ
し
亡
よ
」
と
い
は
れ
亡

四
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第
五
百
互
十
輩

が
：
の
の
喜
県
の
撮
影
が
叉
中
々
厄
介
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
春
の
景
色

を
撮
ら
う
と
し
て
、
数
同
失
敗
し
て
居
る
中
に
、
何
時
か
初
夏
と
も
な
っ
て

変
秤
帽
子
が
飛
出
し
た
り
白
い
パ
ラ
ソ
ル
が
腐
つ
た
り
す
る
。
巻
七
の
横

！
演
港
の
喜
県
因

1
1
1

出
帆
を
葛
さ
う
と
し
て
一
一
一
度

も
横
濱
に
行
っ
た
。
適
嘗
な

位
置
を
き
め
る
為
に
他
の
舟

の
出
帆
を
撮
影
し
て
躁
行
演

習
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
｀

私
は
最
後
に
挿
饗
の
見
方

に
就
て
一
言
し
た
い
。
挿
蓋

に
正
確
さ
を
生
命
と
す
る
も

の
と
、
正
確
さ
よ
り
は
寧
ろ

本
文
と
相
侯
つ
て
情
趣
を
添

へ
る
為
の
も
の
と
が
あ
る
。

理
科
的
標
本
の
如
き
も
の
は

何
虚
ま
で
も
正
確
本
位
で
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
J
巻
七
「
油
輝
の
一
生
」
の
蝉
の
地
中
生
活
の
挿
霙

庄
わ
ざ
／
＼
紳
奈
川
縣
ま
で
行
っ
て
、
地
中
を
掘
返
し
て
賞
物
を
寓
買

に
と
り
、
そ
れ
を
忠
賓
に
葛
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
種
の
挿
壷
は
正

マ

'̀ ー，り

七

確
を
生
命
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
乍
併
其
の
他
の
も
の
は
．
必

す
し
も
正
確
さ
の
み
を
標
準
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
同
じ
動
物
を
書
い

て
も
、
繋
家
は
賽
家
の
み
た
動
物

を
書
く
の
で
、
必
す
し
も
理
科
的

に
正
確
な
も
の
と
は
い
へ
な
い
。

舟
を
書
い
て
も
耕
作
の
圏
を
書
い

て
も
、
壷
家
の
見
た
舟
、
饗
家
の

見
た
田
園
を
書
く
の
で
あ
る
。
昔

の
挿
饗
家
は
人
物
を
書
い
て
も
、

指
が
六
本
あ
っ
た
り
四
本
だ
っ
た

り
す
る
位
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
教
へ
た
も
の
で
あ
る
。
先
年
挿

贅
家
協
會
の
席
上
で
も
谷
洗
崖
氏

か
ら
そ
の
話
が
出
た
。
こ
れ
は
決
し
て
不
正
確
を
奨
励
し
た
の
で
は
な

く
、
細
か
い
部
分
に
拘
は
れ
て
最
も
大
切
な
風
趣
を
見
脱
さ
ぬ
敦
訓
で
あ

る
。
賓
際
足
の
指
を
六
本
書
い
て
氣
が
つ
か
す
に
居
た
警
家
が
あ
っ
た
。

不
正
確
も
程
度
問
題
で
、
教
科
書
と
し
て
は
な
る
べ
く
正
確
な
方
が
よ
い

・
の
で
あ
る
か
ら
文
部
省
と
し
て
は
相
常
注
意
は
輿
へ
て
は
居
る
が
、
饗
家

の
立
揚
も
亦
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
賓
際
教
育
家
も
、
是
等
の
賓
情
を
参
酌

し
て
挿
饗
を
最
も
放
果
的
に
取
扱
は
れ
た
い
。
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れ
を
歴
史
的
に
み
て
適
常
な
服
装
に
直
し
た
と
し
た
ら
、
學
問
的
に
は
よ

い
か
も
知
れ
な
い
が
、
一
向
桃
太
郎
ら
し
い
感
じ
が
起
ら
な
い
。
ど
う
し

た
も
の
か
と
、
賞
は
迷
つ
て
居
る
の
だ
と
い
ふ
事
で
あ
っ
た
。

さ
う
し
て
出
来
上
っ
た
縮
は
、
極
め
て
平
凡
な
普
通
一
般
の
桃
太
郎
で

し
か
な
か
っ
た
。
私
は
、
こ
の
平
凡
な
哀
面
に
潜
む
異
常
な
努
力
に
人
殉

れ
ぬ
敬
意
を
捧
げ
る
者
で
あ
る
9

桃
太
郎
ば
か
り
で
は
な
い
。
連
れ
て
ゐ

る
犬
1

匹
も
，
わ
ざ
／
＼
松
屋
棲
上
で
開
か
れ
た
日
本
犬
展
甕
會
を
待
構

へ
て
ゐ
て
見
に
行
っ
て
書
い
た
の
で
あ
る
。
雉
子
の
翼
の
裏
の
色
が
分
ら

な
い
と
い
つ
て
動
物
園
に
行
き
更
に
上
野
の
科
學
博
物
館
に
行
っ
た
。
文

部
省
の
者
だ
と
云
つ
て
雉
子
の
標
本
を
飾
棚
か
ら
出
し
て
も
ら
ひ
、
人
氣

の
無
い
の
を
幸
に
、
翼
を
捩
げ
て
み
て
漸
く
目
的
を
達
し
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
ん
な
苦
心
も
印
刷
の
都
合
で
．
満
足
な
色
が
出
す
に
し
ま
っ
た
。

讀
本
の
巻
一
に
は
い
ろ
／
＼
の
思
出
が
あ
る
。

同
書
の
二
十
頁
に
、

「
太
郎
が
學
校
か
ら
鰈
り
ま
し
た
。
お
と
う
さ
ん
只
今
お
か
あ
さ
ん
只

今

」

・

と
い
ふ
課
が
あ
る
。
學
校
か
ら
輝
つ
た
太
郎
が
、
雨
親
の
前
で
鐸
宅
の
挨

拶
し
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
此
の
挿
豊
に
は
賞
に
困
つ
た
の
で
あ
る
。
元
来

一
年
生
が
學
校
か
ら
輝
つ
て
来
る
の
は
大
抵
十
時
か
十
一
時
頃
で
あ
る
。

こ
の
時
刻
に
雨
親
の
揃
つ
て
ゐ
る
家
庭
は
め
っ
た
に
な
い
。
ザ
布
し
あ
る
と

＇ 
,' 

t, 
9
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敷
限
り
も
な
い
。
萱
家
か
ら
直
接
聞
い
た
り
す
る
機
會
の
あ
る
場
合
に
は

成
程
と
感
心
も
す
る
が
、
さ
う
で
な
い
限
り
大
部
分
の
苦
心
は
闇
か
ら
闇

ヘ
葬
ら
れ
て
し
ま
ふ
。
今
度
の
讀
本
に
は
大
分
喜
県
版
を
使
用
し
て
ゐ
る

・ユ

，，ヽ

こ
ん
な
話
は

す
れ
ば
プ
少
ジ
ョ
ア
ー
の
有
閑
家
庭
か
，
ル
ン
ペ
ン
の
家
庭
で
あ
る
。
併

し
編
纂
の
旨
趣
か
ら
云
へ
ば
片
親
で
な
く
，
是
非
雨
親
に
挨
拶
が
さ
せ
た

い
。
そ
こ
で
適
嘗
な
挿
餐
に
困
り
ぬ
い
て
、
出
来
上
っ
た
の
が
、
現
行
敦
科

書
の
あ
の
挿
畳

で
あ
る
。
家
庭

よ
の
一
部
を
事
務

所
に
使
っ
て
ゐ

る
や
う
な
職
業

を
目
標
に
書
い

た

の

で

あ

る

が
、
恩
口
屋
は

「
こ
れ
は
運
送

屋
の
店
頭
で
す

か
」
と
冷
酷
な

痛
罵
を
飛
ば
し

て
ゐ
る
。
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一
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一
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錢

一

送

料
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ヶ
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一

金

六

拾
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料

共

六

ヶ
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一

金

参
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六

拾

錢

一

送

料

共

一

ヶ

年

一

金

七

閥

墨

拾

錢

一

碧

言

料

共

債

0
臨
時
堀
刊
又
は
増
大
罪
瑳
行
の
節
は
別
に

表

代

金

申

受

け

ま

す

●
御
注
文
は
緻
て
前
金
に
願
ひ
ま
す
前
金
切

れ
の
場
合
は
送
本
い
た
し
ま
せ
ん

．
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告
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一
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震
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頁
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登
部
毎
に
差
貴
を
超
ゆ
る
こ

料

と

を

得

す

右
文
部
省
の
御
指
定
に
よ
っ
た
も
の
で
す

定
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者

ノ

人

格

敦

養

―

―

侯

ッ

ベ

キ

モ

ノ

｛

是

―

―

多

シ

、

現

時

漸

ク

學

校

＝

於

ケ

ル

指

導

者

ノ

資

質

向

上

シ

ッ

ヽ

ア

ル

モ

未

ダ

有

賽

格

者

ノ

数

極

メ

テ

炒

キ

ヲ

以

テ

一

層

指

導

者

ノ

整

備

ヲ

園

文

部

時

報

第

五

百

五

十

競

ル

ヲ

必

要

ト

ス

、

右

＝

ー

闘

ジ

テ

特

＝

―

定

要

卜

認

ム

ル

事

項

左

ノ

如

シ

1
、

指

導

者

養

成

機

闘

ヲ

攘

充

ス

ル

コ

ト

.
2、
武

濫

敵

暉

／

待

遇

ヲ

改

善

ジ

其

ノ

査

質

ノ

向

上

ヲ

躙

ル

コ

ト

3
、

武

道

敦

師

＾

之

ヲ

有

資

格

者

ヲ

以

テ

之

＝

ー

充

テ

其

ノ

兼

任

ヲ

痰

ス

ル

コ

ト

4
、

武

瀧

敬

師

ノ

誨

習

會

、

研

究

會

ヲ

開

催

シ

修

養

研

鑽

ノ

機

會

ノ

多

．

カ

ラ

ン

ム

ル

コ

ト

四
、
設
備
―
—
闘
ス
ル
事
項

1
、

柔

剣

遣

揚

＾

各

専

用

ノ

道

場

ヲ

設

ケ

敬

授

＝

支

障

ナ

カ

ラ

シ

ム

ル

コ

ト

2
、

滋

揚

―

ー

＾

帥

棚

ヲ

設

ク

ル

コ

ト

3

、
更
衣
室
、
用
具
乾
燥
室
泣
—
—
洗

身

所

ヲ

設

ク

ル

コ

ト

4
、

特

ー

ー

通

風

採

光

ヲ

良

好

ナ

ラ

シ

ム

ル

コ

ト

五

、

學

校

武

道

ノ

試

合

I

一

闘

ス

ル

事

項

1
、

試

合

＾

凡

テ

勝

負

ノ

末

節

ー

ー

捉

＾

ル

ヽ

コ

ト

ナ

ク

武

這

精

稗

ノ

本

・

義

―

―

則

リ

之

ヲ

行

＾

シ

ム

ベ

キ

n

卜

2
1
、

要

目

ノ

趣

旨

＝

基

キ

學

校

武

道

ノ

審

判

規

定

ヲ

定

メ

之

ガ

統

一

ヲ

園

ル

コ

ト

3
、

全

國

的

並

地

方

的

大

會

ノ

統

制

ヲ

躙

・

ル

コ

ト

六

、

武

道

園

骰

ト

ノ

連

絡

―

―

膳

ス

ル

事
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校

武

逍

ノ
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寅

ナ

ル

褻

逹
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園
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タ
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要
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ル

事

項

＝

闘

シ
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設

圃

骰
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ノ

連

絡

協

調

ヲ

圏

ル
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ト

仝
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事

項

一

骰

育

運

動

き

於

ケ

ル

精

紳

訓

練

―

―

闘

ス

ル

件

．

骰

育

運

動

ー

ー

依

ッ

テ

身

骰

ノ

修

練

ヲ

園

ル

ベ

キ

＾

勿

論

ナ

レ

共

、

特

―

ー

ソ

ノ

精

稗

的

意

義

ノ

登

揚

―

ー

努

ム

ベ

キ

ヲ

忘

ル

ベ

カ

ラ

ズ

。

之

ガ

錫

＝

ー

＾

骰

育

運

動

寅

施

ノ

方

法

、

施

設

等

二

闘

シ

、

一

層

精

帥

訓

練

ノ

放

果

ヲ

顕

著

ナ

ラ

シ

ム

ル

ト

共

―

-

、

更

ー

ー

園

慢

的

運

動

、

集

園

的

聘

育

生

活

等

―

ー

ヨ

叫

常

＝

一

規

律

ヲ

守

リ

協

同

ヲ

尚

プ

ノ

習

慣

ヲ

練

成

セ

ジ

ム

ル

コ

ト

ニ

努

メ

ラ

ル

ベ

シ

二

學

校

＝

一

於

ケ

ル

骰

操

科

―

一

闘

ス

ル

件學

校

＝

於

ヶ

ル

橙

操

科

＾

生

徒

兒

童

ゾ

心

身

ヲ

調

和

的

―

―

褻

逹

セ

シ

ム

ペ

キ

モ

ノ

ナ

ル

ヲ

以

テ

、

敷

授

一

ー

賞

リ

テ

＾

其

ノ

敦

材

ヲ

一

部

ー

ー

偏

ス

ル

コ

ト

ナ

カ

ラ

シ

メ

、

且

他

敦

科

卜

相

侯

ッ

テ

、

其

ノ

放

果

ヲ

奉

グ

ル

コ

ト

―

―

努

だ

ヘ

シ

。

尚

、

ソ

ノ

成

果

＾

之

ガ

指

導

者

ノ

カ

―

―

侯

ッ

コ

ト

極

メ

テ

大

ナ

ル

モ

ノ

ア

ル

ヲ

以

テ

、

指

導

者

＾

常

―

―

修

養

ヲ

怠

ル

コ

ト

ナ

ク

、

理

ヲ

究

メ

、

技

ヲ

研

キ

、

管

下

蒻

育

指

導

者

ノ

一

致

協

カ

ヲ

園

リ

、

以

テ

骰

操

科

ノ

趣

旨

徹

底

ヲ

期

シ

、

學

校

骰

操

ノ

振

作

ー

一

遺

憾

ナ

カ

ラ

シ

メ

ム

コ

ト

ヲ

望

ム

三

野

球

ノ

統

制

並

＝

施

行

＝

闘

ス

ル

件野

球

ノ

統

制

並

＝

施

行

＝

闘

シ

テ

＾

、

昭

和

七

年

一

―

一

月

二

十

八

日

本

省

訓

令

第

四

鵜

ヲ

以

テ

ソ

ノ

健

全

ナ

ル

褻

逹

ヲ

期

シ

ダ

リ

。

爾

末

、

ソ

ノ

放

果

ヲ

牧

メ

得

タ

ル

モ

／

決

シ

テ

勘

キ

一

ー

ア

ラ

ザ

ル

モ

、

之

ガ

完

壁

ヲ

期

ス

ベ

ク

、

今

後

盆

々

學

生

野

球

ノ

本

義

ヲ

明

ー

ー

シ

、

大

會

ノ

施

行

、

細

費

ノ

支

辮

方

法

等

―

ー

就

キ

細

心

ノ

注

意

ヲ

彿

ヒ

ソ

ノ

趣

旨

ノ

徹

底

ヲ

期

セ

ラ

ル

ベ

シ

四
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検
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ノ
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ル
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＝
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於

ケ

ル

壺

育

運

動

ノ

合

理

的

七
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一
目
的
本
省
行
政
＝
一
闘
ス
ル
法
令
紘
一
ー
諸
般
J
施
設
事
項
ヲ
周
知
セ
シ
ム
ル
ト
共
―
―

所
管
J
行
政
及
敦
育
機
闘
等
J
聯
絡
提
携
二
便
ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

二

内

容

本

時

報

登

載

事

項

J

大

要

左

J

如

シ

．

詔

書

勅

語

法

律

勅

令

閣

令

省

令

訓

令

告

示

告

論

訓

示

指

令

（

噂

這

ば

）

通

牒

（

直

鰐

言

J

v

仁

竺

法

令

解

説

質

疑

應

答

（

畔

畔

[

[

喚

『

／

ニ

任

免

、

陸

叙

、

絞

位

、

絞

動

表

彰

復

命

害

及

報

告

書

講

演

ぶ

醗

話

、

談

話

研

究

調

査

統

計

人

事

公

告

為

箕

三
編
纂
文
部
時
報
編
纂
J
為
編
纂
委
員
長
泣
編
纂
委
員
若
干
名
ヲ
置
ク

編
纂
委
員
長
ハ
文
書
課
長
ヲ
以
テ
之
―
―
充
テ
編
纂
委
員
ハ
文
書
課
員
中
ョ
リ
之
ヲ
命

ズ必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
審
査
委
員
ノ
意
見
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

資
料
蒐
集
J
為
省
内
各
局
課
＝
文
部
時
報
報
告
委
員
ヲ
置
ク

文
部
時
報
報
告
委
員
ハ
各
部
局
課
ノ
理
事
官
、
属
｀
嘱
託
等
ヲ
以
テ
之
＝
充
ツ

必
要
二
應
ジ
直
轄
各
部
≫
各
府
縣
其
J
他
ョ
リ
資
料
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

四
登
行
本
時
報
ハ
菊
版
、
苺
読
約
六
十
四
頁
、
定
債
金
試
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錢
ヲ
標
準
ト
シ
苺
月
一

1

i

同
一
J
日
ヲ
褻
行
期
日
ト
ス

＇
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， 叢だ上る是信十國るしあの．倫る確は
害知に方れ用年の°得ら研賞理°に‘
を識常面はとに代 るゆ翌業哲著普祉
利をにに圏を垂表 励る天・＿學者及會

， 用把讀備書以ん的 に人に祉．します各
さ握まへ館てと害 ‘士と會敦そる般
れしるらは世す籍 本のつ等育れ意に
る‘べるもにるの 叢容て百・〈ヽ圏亙

： や常きべと送弊謂 害易良科文 のる
； う識書きよる祉で 登にき萬藝斯も知
・ 切嘉物書り特のあ 行最参般政界と識

に で籍學選斯り の新考の治ににを
希めあで校本界‘ 意の査事・於刊最

ヽざ
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現 現國婦哲佛皇
・代代 人予教室
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委
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文
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文
部
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編
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嘱
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